
　
同
期
の
友
人
達
は
、
私
に
と
っ
て

大
切
な
存
在
で
す
。
社
会
に
飛
び
出

し
た
ば
か
り
の
私
に
と
っ
て
、
慣
れ

な
い
事
務
の
仕
事
や
、
職
場
と
い
う

環
境
そ
の
も
の
に
と
ま
ど
う
事
も
多

い
わ
け
で
す
が
、
そ
ん
な
時
、
気
楽

に
話
が
で
き
る
友
人
達
の
存
在
は
と

て
も
あ
り
か
た
い
で
す
。

　
昼
休
み
や
、
仕
事
が
終
わ
っ
て
か

ら
皆
で
集
ま
っ
て
す
る
食
事
は
と
て

も
楽
し
い
も
の
で
す
。
仕
事
で
少
し

行
き
詰
ま
っ
た
時
、
彼
ら
と
過
ご
す

時
間
は
、
と
て
も
良
い
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
タ
イ
ム
に
な
り
ま
す
。

　
友
人
達
の
存
在
は
、
さ
ら
に
色
々

な
刺
激
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
だ

入
庁
か
ら
半
年
し
か
た
た
な
い
の

に
、
同
期
の
友
人
達
の
仕
事
に
臨
む

姿
勢
は
、
も
う
そ
れ
ぞ
れ
に
少
し
ず

つ
違
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
自

分
と
比
較
し
て
み
る
と
、
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事

を
積
極
的
に
改
善
し
よ
う
と
す
る
友

人
を
見
る
と
、
自
分
も
頑
張
ら
ね
ば

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
様
々
な
部
署
の
友
人
達

の
仕
事
の
話
を
聴
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
「
あ
あ
、
横
浜
市
役
所
は
そ
ん

な
仕
事
も
し
て
い
た
の
か
。
」
と
い

う
知
識
も
得
る
事
が
で
き
ま
す
。

　
入
庁
前
の
職
場
訪
問
や
、
４
月
の

新
人
研
修
で
私
か
よ
く
言
わ
れ
た
事

は
、
「
住
民
の
立
場
か
ら
市
政
全
体

を
見
渡
す
視
点
を
持
て
」
と
い
う
事

で
し
た
。
そ
れ
は
本
当
に
必
要
な
事

だ
と
思
い
ま
す
。
友
人
達
か
ら
得
ら

れ
た
知
識
は
、
そ
う
し
た
視
点
に
立

っ
た
も
の
と
は
言
え
な
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
に
「
住
民

の
視
点
か
ら
見
た
時
に
ど
う
か
。
」

と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
一
つ
か
け
て

見
て
み
れ
ば
、
持
た
ん
と
す
る
視
点

に
少
し
で
も
近
づ
く
事
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
少
な
く
と

も
、
役
所
の
側
の
見
方
だ
け
に
終
始

す
る
事
へ
の
反
省
は
持
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ
の
事

に
気
を
つ
け
れ
ば
、
友
人
達
か
ら
得

ら
れ
る
市
政
に
関
す
る
知
識
は
、
と

て
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
情
報
を
交
換
し
合
い
、
互
い
に

切
磋
琢
磨
し
て
い
く
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
目
指
す
べ
き

目
標
は
、
住
民
の
視
点
に
立
っ
た
時

に
、
最
高
の
評
価
を
頂
け
る
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
実
現
で
す
。
こ
の
目
標
に

向
か
っ
て
、
友
人
達
と
頑
張
っ
て
い

け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず

自
分
が
友
人
達
に
何
か
を
与
え
ら
れ

る
存
在
で
あ
る
よ
う
に
、
今
で
き
る

こ
と
か
ら
、
こ
つ
こ
つ
と
努
力
を
積

み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
と
が
き

　
新
し
い
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
幕
開
け
、

そ
れ
は
Ｙ
２
Ｋ
問
題
で
始
ま
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
中
に
も
、
正
月
返
上

で
職
場
に
い
た
方
も
い
ら
し
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
運
良
く
（
？
）
私
は
、

2
0
0
0
年
の
正
月
を
家
族
と
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
年

初
め
て
エ
ア
コ
ン
や
車
の
エ
ン
ジ
ン

を
か
け
る
と
き
、
多
少
緊
張
し
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
幸
い
に
も
多

く
の
方
々
の
努
力
の
お
か
げ
で
、
大

き
な
事
故
も
起
こ
ら
ず
、
新
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
あ
る
新
聞
で
は
じ
め
て
「
Ｉ
Ｔ
革

命
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
た
の
が
、

こ
の
年
の
１
月
だ
そ
う
で
す
。
「
革

命
」
と
い
う
か
ら
に
は
数
百
年
に
一

度
の
大
変
革
で
あ
り
、
平
成
1
2
年
度

の
経
済
白
書
で
は
、
Ｉ
Ｔ
を
「
過
去

の
蒸
気
機
関
、
電
力
、
自
動
車
な
ど

に
匹
敵
す
る
大
き
な
技
術
革
新
の

波
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
2
1
世
紀
。
Ｉ
Ｔ
が
今
後
、

私
た
ち
の
仕
事
や
生
活
を
ど
の
よ
う

に
変
え
て
い
く
か
、
ま
っ
た
く
予
想

で
き
ま
せ
ん
。
Ｉ
Ｔ
基
本
戦
略
に
よ

る
と
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
と

す
る
Ｉ
Ｔ
の
進
歩
は
、
…
人
と
人
…
、

人
と
組
織
…
、
人
と
社
会
と
の
関
係

を
一
変
さ
せ
る
。
」
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　
「
２
０
０
Ｘ
年
1
2
月
○
日
、
登
庁
後

自
席
の
パ
ソ
コ
ン
の
ス
イ
ッ
チ
を
入

れ
る
。
着
席
後
、
着
信
メ
ー
ル
に
目

を
通
し
、
返
事
を
出
す
。
３
件
の
電

子
決
裁
を
済
ま
せ
、
午
後
の
電
子
会

議
に
使
う
資
料
を
総
合
行
政
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
）
を
利
用
し
作

成
を
す
る
。
さ
て
、
電
子
会
議
も
無
事

終
わ
り
、
家
に
帰
ろ
う
。
今
日
は
寒

い
か
ら
帰
っ
た
ら
す
ぐ
風
呂
に
入
り

た
い
。
駅
に
着
い
た
ら
携
帯
で
指
示

し
て
お
こ
う
。
I
P
v
6
の
普
及
で
あ
ら

ゆ
る
家
電
や
住
宅
設
備
が
デ
ジ
タ
ル

化
さ
れ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
結
合
さ
れ

て
い
る
。
食
事
も
終
わ
り
ネ
ッ
ト
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
て
い
た
ら
ほ
し
い

も
の
が
あ
っ
た
。
ｅ
‐
コ
マ
ー
ス
の

お
か
げ
で
家
に
い
な
が
ら
買
い
物
が

で
き
、
し
か
も
支
払
い
も
電
子
マ
ネ

ー
で
で
き
る
か
ら
と
て
も
便
利
だ
。
」

と
い
う
時
代
が
、
も
う
目
の
前
に
き

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
（
森
）

　
　
「
調
査
季
報
」
は
職
員
が
自

由
に
意
見
を
発
表
し
討
論
す
る

行
政
研
究
誌
で
す
。
「
自
主
研
究

レ
ポ
ー
ト
」
へ
の
投
稿
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

研
究
の
概
要
を
Ａ
４
紙
３
枚
以

内
に
ま
と
め
て
企
画
局
政
策
部

調
査
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
６
６
３
‐
4
6
1
3

お
問
い
合
わ
せ
は
、

電
　
話
　
6
7
1
‐
2
0
2
9
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●
第
1
4
4
号
〈
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
〉

特
集
・
成
熟
す
る
横
浜
の
郊
外

１
　
「
郊
外
」
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
ま
ち
づ
く
り

①
郊
外
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
形
成
と
展
望
　
　
　
　
　
三
浦
展

②
郊
外
住
宅
地
開
発
の
変
遷
と
展
望
　
　
　
　
　
　
　
小
池
信
子

２
　
横
浜
に
お
け
る
郊
外
の
成
長
と
成
熟

　
　
　
～
人
口
動
態
と
市
民
生
活
の
視
点
か
ら
　
　
　
　
編
集
部

３
　
横
浜
の
郊
外
市
街
地
形
成
と
交
通

①
鉄
道
整
備
と
郊
外
部
の
街
づ
く
り
-
古
木
淳
・
田
原
秀
樹

②
東
急
多
摩
田
園
都
市
に
お
け
る
郊
外
再
構
築
進
化
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
津
良
樹
・
田
苗
創
基

コ
ラ
ム
・
横
浜
郊
外
文
化
と
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
　
　
　
高
安
宏
昌

４
　
横
浜
の
「
郊
外
」
は
今
～
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
の
提
言
レ
ポ
ー
ト

①
青
葉
区
　
　
　
　
　
　
寺
岡
充
・
宮
坂
彰
志
・
卯
都
木
隆
幸
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
成
一
郎
・
階
堂
智
子

②
都
筑
区
－
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
中
心
と
し
て
－

　
　
　
　
　
　
　
－
松
岡
文
和
・
米
満
東
一
郎
・
績
橋
宏
昭

③
港
南
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
内
孝
元

④
栄
区
　
　
　
　
山
口
彰
夫
・
三
枝
木
伸
・
田
村
慶
子
・
橋
本
健

５
　
郊
外
の
都
市
づ
く
り
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

①
成
熟
化
す
る
郊
外
の
都
市
づ
く
り
を
考
え
る
た
め
の
見
取
り
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
口
和
豊
・
杉
野
展
子

②
こ
れ
か
ら
の
郊
外
の
交
通
を
考
え
る
－
加
川
浩
・
柿
崎
祐

③
集
合
住
宅
団
地
の
再
生
と
戸
建
て
住
宅
地
の
住
環
境
保
全

　
　
　
菅
孝
能
・
新
明
健
・
見
学
洋
介
・
新
江
英
雄
・
大
場
重
雄

④
「
農
」
や
「
緑
」
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
成
卓
史
・
内
海
宏

⑤
成
熟
し
た
郊
外
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
吉
田
洋
子
・
古
居
み
っ
子

調
査
＆
政
策
研
究
／
ヨ
コ
ハ
マ
を
お
貸
し
い
た
し
ま
す
－
横
浜
フ

ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
田
文
彦

新
鮮
力
／
新
・
地
球
世
紀
へ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
共
に
生
き
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
角
田
定
孝

●
第
1
4
5
号
〈
二
〇
〇
一
年
三
月
〉

特
集
・
都
市
生
活
と
動
物

１
　
人
と
動
物
の
関
係
を
考
え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
良
博

２
　
肉
食
文
化
と
生
命
尊
重
－
日
本
に
お
け
る
肉
食
の
歴
史
と
人

権
の
視
点
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
拓
郎

３
　
横
浜
の
動
物
園

①
ズ
よ
フ
シ
ア
の
め
ざ
し
た
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
　
浩

②
ズ
ー
ラ
シ
ア
の
役
割
・
活
動

　
　
　
　
　
　
　
紺
野
康
文
・
河
合
正
嗣
・
大
坂
　
豊
・
市
川
典
良

③
横
浜
動
物
の
森
公
園
・
よ
こ
は
ま
動
物
園
の
建
設
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
哲
夫
・
松
寄
尚
紀

④
こ
れ
か
ら
の
動
物
園
を
思
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
敏
明

４
　
都
市
生
活
と
ぺ
ッ
ト

①
横
浜
市
の
動
物
関
係
行
政
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
洋
一

②
地
域
猫
の
誕
生
－
磯
子
区
猫
の
飼
育
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
推
進
協
議

会
の
活
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
柳
充
子

③
西
区
の
動
物
介
在
活
動
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
崎
隆
司
・
笹
野
哲
雄

④
白
朋
苑
の
動
物
介
在
活
動
（
ワ
ン
ワ
ン
ク
ラ
ブ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
冨
美
子
・
荒
牧
健
夫
・
加
藤
一
則

⑤
「
あ
な
た
」
と
「
猫
」
と
「
世
の
中
」
と
　
　
　
　
太
田
成
江

⑥
集
合
住
宅
と
ぺ
ッ
卜
飼
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
本
史
夫

⑦
学
校
飼
育
動
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
居
正
夫

新
鮮
力
／
動
物
園
に
来
て
、
感
じ
て
ほ
し
い
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
小
野
香
織

●
第
1
4
6
号
〈
二
〇
〇
一
年
六
月
〉

特
集
・
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て

Ｉ
　
循
環
型
社
会
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
和
弘
＜
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
＞

２
　
大
量
廃
棄
社
会
の
限
界
と
循
環
型
社
会
へ
の
展
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
田
衛
士
＜
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
＞

３
　
横
浜
市
の
廃
棄
物
処
理
の
現
状
と
循
環
型
社
会
の
形
成

①
一
般
廃
棄
物
を
め
ぐ
る
現
状
と
横
浜
市
の
処
理
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
青
木
恵
子
・
永
木
宏
一
郎

②
横
浜
市
ご
み
減
量
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
美
枝
子

③
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
～
ぺ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ

ク
ル
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
田
康
晴

④
産
業
廃
棄
物
を
巡
る
課
題
と
動
向
～
横
浜
市
に
お
け
る
産
業
廃

棄
物
行
政
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
郁
三
・
関
川
朋
樹

４
　
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
松
本
安
生

５
　
事
業
所
の
ご
み
減
量
化
・
資
源
化
へ
の
取
り
組
み

①
事
業
系
ご
み
の
現
状
と
課
題
　
　
　
　
二
見
良
之
・
岩
本
健
二

②
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
横
浜
工
場
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
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